
励ましについての日中対照萌究
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イメfr¥':iはうtfJイi)Iザヒを出l;まえたうえで、J;泊ましとし¥うヲt，;~ f;~ iiEに1mサーるうt の IIIYj--¥J

条件にもとづいて、 J;j}JましJIJ 論的条件を作認しながら Iy~ I析にした。そのような JIJ仰など

の逆行文、JJj)jましの規約 I~I~J 間抜発話行為文および ;)I' )3i 約 I'J<J I日]接発話行為丈、談話レベルの励ま

1=1本刻、 rl1lEI のそれぞれの形しについて、具体的問例を挙げながら、 |二jl:j:1対照のず工場ーから

態特徴を副主m ・行1，1).文-ディスコースの視点から考 1:-1 1 1 1 の対 J，~:lリミ機能が 1;;]じで、-分析し fニ。

言語傾型論における恨本的遅いは lfi]じく励ましとしての 1I111 している話荒や情 :>ともあるが、

が [=-1 ¥llっていわざるをえない。 孤立の語学I[I<J性質にも余波を及ぼしていると主丈 )i 0) 

「がんばってくださ「がんばりなさし「がんばって Jのような「がんばi'LJ る1-lllq 宇は 1-1 本

など比較的発注した形態特徴を持つシリーズ)恨のような励まし表現は見られな均、った。l
l
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きJく三平
11ゾく品什構文、ヲE5511民fi色、日中対 11日、J)DJまし、キーワード

ことばの )Jはう主い口このことは、論を たない。

したりすることもできる。たとえば、励まされ、 1;i'le:折に

ち取るザ;Jもよくある。我たちは今までだれかを励まし、

があるであろう。とくに教師のばあい、ときどき学生さんのことを励ます必要があり、

た税として、子供を励ますこともたびたびではないだろうか。|時にはその逆のほうもある

が口我々人間は何か困難に直するばあい、互いに助け合うべきだと忠われる。そのとき、

さまざまな行動をとることになる。 IJ功まし Jという発話行為もその l干の重要な行動の一つ

である。ヱド;稿は詰!討論の立J易から、励ましの発話特徴に関する I=J中対照を試みる。

通じて、特!日:の形態・構文・応用などについての認識を深め、仁IJ目語との対 11日を通して、

り 'I'ì込んだ、り lJj~ をげi

)j券不IJを!l舟

ある発話で、笑っ

ち 11:1)カミう勇気を符て、

はじめに

あるいはだれかに励まされたこと

ま

対n日を
|二i

日本語教育のためにも有益な考察日本語研究の!TI}Jましの本質をよりよく月!併でき、本;

を J足~fJtできればと思う口

2励ましの先行研究について

さらに発展させた

1l二為(命名)動記!の 111には、 encouragc

Oaniel Vanderveken (1990久保進杭訳 1997:197) 

サールの発話行為に関する用論的Fヲ:tJJ文県を受け継ぎ、

Oaniel Vandervekcn (1990)では、英語の行為指示の発

があると iリJ1佐に提した。

オースティン、

( JJj}Jます)

はつぎのような論述がある口

行為指示以討としての意義においては， “cncourage (励ます一) "という :IVJ討が命名す

るうを日行為は， II'rIき手に勇気を吹き込むといううを語以介(1<J主[':(1で[遂行される行為であ

ほのりしJにを持ち， ]その人に何かをするように“requcst ('iS請する) " こと
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して|丙J1I今に，

る勇気を出し

されてし¥る

{liJとか t ち

えとし、 この

き込んだりしなければなら

のの行

;こ] 1
1れさせ

--て1" L 

し1とし¥う干

、re号uest( 

としている[という子

る)円よりは強さの度合い

{Ij:を内つ)つ従っ

し¥カ:;“cOl11mand

/コ “beg ( う)刊がJ守つ諒j廷の気内ちは欠許してい

力さとし手の静lに要求されるづ

0) Ip 

とに

り， 11討さ手の

る子前条件i
 
l
 
j
 

F
4什
1
1

る明らか

するむ

J JJE 、. かるように、 し !lriき 出させ、 7ド させるよう

依頼や いがある 為の える。

0) 研究して j京・ノト

(2010) に 《 !jYJ》に関する く を る

在i の f く、 0) I 正

その午 、次のよう 0) 1'1ヲ仔IJ いる。

( 1 ) ( 1) (病 び〉 いとして〉 くよくなってく

( )いつか、 を追い る 、が /υ イ〉 く さし ¥0

山田 (2008: 11 

、sol
J
y

什

J
'''匂
a

、、
できるよ るから

近く 1~ ヵ、らついでによ けど多

iJ 11持ιi支万三・小野 (2010 : 134) 

そうじゃないの

の 4 は什)をi徐き、い も励ましの 1

1

1句

山|司・

伊jだうつ。

(2010 : 1 

の!弱ましの代表例

い、 IJI!再 (2008)、

のである。

にそれ

の{表}に IJ~

L ，). 
しり Oaniel Vanderveken (1990)の「

I!II可・牧原・小里子 (200)の

付けたり、やる

による

引

Ilj}のカ

。〕

に考えると、の努力

まるの

本論は

く挽討していくむ

に分

してのましを、 ジコ4子研究 、 日主J'P号の 泊込らし

3，励ましの構文パターン

しの発話 j三jI~せに関し

て、話し手〈あるいは書き

ぷ〉

、 手くの、戸 る。つまり、

しγてヤ るし川土

目的を持ってい

とである。 ザ…ノレの

に台する

どについても泊する c

分。

H三i
~ ----
1JJ二

11Hき手(あるい

とlJt界との関係については、いわゆる ILt界を

の 2点はすべての行為指示問

るの(土、

であるが、

しぴ〉 し¥こ均、 い、開き手に ましし 1

施する 2筒iでJ]I ヴアンダーヴ ケ
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が励まし行為の

11論|竹内iJfflである。

力さ」いであるよう l三、 I1苦i き手側における I~J ら泊、な 1!tf;

しかも他の行為指示別法と|正月rjできる主要な

ンの論述にも

FiiT 促となっている。

けfながら、 励ましの )H y去に I~!~J する只イイミ Ilサ考妥当を )J~ /Jlt)させる。以 lご川イタ'-IJを

iJ支

の「激

これ

励ましの遂行文

中にも IJ本誌にもiI主段、近}J詞を使う!万J)ましの遂行文がある口 111

)JI)j ( g u ) j) "という遂行動詞が使われ、 1-:)本誌のばあい、不11日の「励ますJ

肋する」の遂行[fVJ を二つ有する。

たとえば、中国誌のばあい、次のような

(5) 我鼓服J併〈!

(6) 我鼓))J)Jイかj主仏倣!

にあるセンテンス“我鼓励体 I "の文法構造は次のようになっている。つまり、「第

人称代名詞“我(私)"十動詞“鼓励(j]]))ます/激励する)→第二人称代名詞“休(あな

た)円J0 1:::1本語に直訳すれば、「私はあなたを!万JJますJ となる。

また、 (6) の“我鼓 )JJjJ 休 j主~\ 1í!京!円のような言い方は 1::1 常生活ーでよく )~j し 1 られる。 j二

記の文法ti# 造と比べて、最後の“迭~，、倣(このようにやる) "という指示限定表現が迫;)IJさ

れている。この発話のj吉I床は「和、は、あなたがこのようにやるのを励ますJになる。

で、 rl:'ITJ 訟では、遂行動詞“鼓励"が明示 I~I~J に使用される遂行文が存在することが分かる。

構文特徴としては、 「第占人科;代名詞“我(私) " +遂行動詞“鼓服IJ ( JJ]))ます一) " ~~J 

の(まあし¥、

j
山

ω
シ」

し¥方がある。

3_ 1 

(5 ) 

となっている。

なお、上手数だけーではなく、第」人称代名詞の複数用法も見られる。 であ

(7) 我 ffJ鼓励革命文 Z 家 14:( 扱地来近工衣兵，を合他 frJ以到 ~nfJ'¥ I十去的完全白山，治仙台、]

以色IJ 作真正革命文芝的完全 I~I Itl c 

(われわれは革命的な文学者・芸術家が積極的に労働者、)茂氏、兵士にちかづくよ

う激励し、かれらに大衆のなかへはいる完全な自由をあたえ、かれらに

)/1サな文学・芸術を創造する完全な I~I 1却をあたえている。)

毛洋志j主集第三巻 (原文) 毛沢東選集;三(訳文)

例 (7) では「我 fl']鼓耐1J~~_1の「一人称複数“我 frJ (われわれ)"十丞}j詞“鼓JHJJ()万)]ます一)η」

情-¥とが使われている。!万U)ます主体は話し手(ここでは書き手) 1HI1の人間を指す。!万UJまされ

る方は“革命丈 乞家(命的な文学者・芸術家) "である。 )jj))ますことは“革命文Z家釈

近工衣兵(革命的な;丈学者・芸術家が積極的に労働者、農民、兵士にちカミづく)

である。日本誌の訳文は「われわれは~~ょう激励する J となっているむ

日本語では、励ましの重jぷ可 i励ます/激励寸る J (土 I~~ たいと思う J

と組み合わせて、 I~~励ましたいと思います J i ~~激励し

ある。激励の対象に向ヵ、って、たとえば、「私は~~さんを励ましたいと思います J 1我々

は~~さんを激励したいと思います。 J と発話されるばあい、いずれも準遂行情文パターン

に人ってもよいであろう。 rll 詰も 1，;']じことが言える c

(5) (6) (7) の“我鼓励~~ (私は ~~J万UJ ます) "“北川鼓励~~

の一人1不思考文

のj司法も

の革命

(われわれは

下記の用例 (7)

いと思し 1ますj
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.--.._ .--.._激励する)"のような使い応は直接励まし行為の 1:1←!で最も明示的j司法である口依頼発

行為の「頼む(斥托)Jや感謝発話行為の f感謝します(我感謝)J や謝 ~ì~発話行為の「お

詫びします(北道 ~r!大) Jのような遂行文とはじ刑法だと iさえる口

3.2.励ましの規約的間接発話行為文

3. 1のような励ましの遊行文ーは励ましの i安発話行為である。それ以外の励ましのうを

l士、 uVJ記J [-iJjjJます-Jが使われていないので、サールの発話行為論によれば、!滋詫 IYJにはi立

肢 1
1

，旬発話行為ではなく、 II¥J}Tご発話行為になる口ただ、)励ましだとすぐ反J芯できるばあい、

規約的発話行為であり、それなりのf持;丈1'1旬、形態I']!J特徴も備われている口本部ではそのよ

うな刑法について考察し、分析してみる 0

3. 2. 1動詞の命令形と励まし

「がんばれ」は動詞「がんばる j の命令形である。 1がんばる j のふ1，;.y}Jj[については l我

(が)に張る」または Illl~ (がん)仮る j の転だと辞書に書いてあり、よく使う漢字表

の「頑張る」は当て字だと説明されているが、現代日本語としては、一つの使JTJ頻度の|←;7i

い到詞の役割を果たしている口語葉的 I味としては、 「あることを成しとげようと、凶矧

に耐えて努力する」や「途 1~1::1の困難にめげず、 J長後までやり通す J などのような内容に定

着して(吏われている。

「がんばる」にはそのような語葉的意味があるから、この動詞の命令形の「がんばれJ

(土人を励ますことばとして最も頻繁的に、日本語の日常生活に現れたであろう口話し手(主:

き平)より聞き手(読み手)への「困難にめげず、後まで努力して J との勇気を送るうを

liif行為として成り立つのである。

聞き手にとって やるべきこと、あるいはやったほうがよいことであり そのようなこ

とをやったら、あるいはそのような行動を取ってから、何かよい結果をもたらす¥が、そ

のf之さ結果をもたらす行為の成し遂げにはm難が伴われ、聞き手(読み手)にはそれをや

る男気が込りないとき、話し手(書き手)のほうから IJ)})Jます」の発話をかける口この先

J12の 1=11旬、 li長HJ論!'I'j前提に、語集IJ'J意味がひ。ったり合うのが「頑張れJだと言えるであろ

フ。

III凶誌では、この「がんばれ!Jに対応することばは「力1l71tl! J となっている口文字通

り、自動車や航空機などに燃料を補給することや、機械の摩J察部分に潤滑油を注入するこ

とを表わす「給tU:r (する) Jの基本的意味もあるが、 「小]~， )]11 11JI ! Jなどのような例で

は「王くん、かんばオし!Jの意味を表す。ただ、 111国語のぱあい、日本語の動詞のような

活 )IJ 変化をしないので、元の動詞の 71ラがそのまま使われ、同一形態の ~J: 微を J守っている口

発話のばあい、うを音が変わらないし、書きことばのばあい、表記もいっしょである。その

意味で、 l:i本却の「がんばるーがんばれ」のような見なる発音・表記、いわゆる f古川変化が

ないので、この点に限って、 'IJI童話のほうはシンプノレで、簡単で、イ吏いやすいであろう。

「がんばれ!J Iしっかりしろ!Jのような話 7長自体の怠味はかLH=J性が高く、激励の発

話としてよく JTJし¥られるが、その他の動詞の命令形も励ましの語)IJ論I'I<:J条件をYilJ¥Jたすばあ

い、いずれも激励の機能を果たすことになる。たとえば、動作行為を去す「走れJ ( ) 

「行け」、 「言えJ などのような動詞命令形。どれも一定の話j口論条件のもとで、!万JJまし
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の発話行為になる口

さらに具体的に説明すると、 16]じ!日j討の命令形として、

励まし)IJ法であるが、 「主主婦しろ J のようなJVJ?iITJ命令形はコンテクスト次第になる。

えば次のような二つのH11J/1J。

vJがお!;帰したとき、 JEilj~ 嫉 Mi を ~icL~じたよ c

でも、 v~己が J]ÎんだイII 手ならイ'~I~ ないと忠った。

をした o bJを励まして、「愛しているなら、結姑しろ。

などは l~cJ ら泊、な「がんばれ~ J 

lilij x~l が )x 対しでも、 19~ (i v~~ の l味方ゐ

後同;するな j

(8) 

って口

http://noveI18.syosetu.com/n09211/ 

(9) いい男と結帰しろよと吉つといて我を安らぬヤツの仁lづけ

(“不II~ 好的見人結婚!日 1" 伯~ J主f(=.悦j草，不安我去IJ不11我技i吻川地。)

サラダ記念、 1:':1 土台位記念日 (訳文)

そのゆくの (9) のほう

(J爪丈)

は凡より b~é のことを励ますことばだが、

はそうではないようである。 (8) のばあい、妹の結婚は ~ID親に反対されて、結帰すること

が耐難な状況にあったので、!万UJましの語用論的条件を充たしている。 (9) のほうはその表

現だけでは文脈が分からないが、!万UJましではなく、助言の発話機能だと見るのが妥当であ

もし、 「し¥し¥男 j はある特定人物を指し、女性のほうはそちらと結帰するカ￥どうか

迷っているばあし 1 話し手の男性はその川、ぃ男」と結婚したほうが女性にとって幸せ

と思うばあい、 (9) の「結婚しろ」は励ましの機能になる可能十生がある口この意 i床機能的

考察の結論は 1-111昔話のほうにも通JHする。

i結帰しろ Jび〉(8) 最初]の

ろう。

3.2.2動詞の他の活用形式と励まし

ill)J日命令形以外に、重JJ市1]のて形や IffiJJ や「重JJ詞のる)¥三十終

j~=J 論 1
1

1句提が J前うなら、

(てください)十なさし 1

励ましの機能を果たす発話として使われることになる。

「がノν{まってく 7ごさし¥J Iあきらめるな!J 

( 10) 気がついたときには、梨、か何か太い木材の j剖に侠まって、自分の父親がその木材
とりの

を取除けようとしているところであった。父親は「しっかりせえ J と励ましなが
て

ら、少年の足を挟んでいる木材を持ちあげようと丸木を挺子に使っていた口

(当限jニt来Il;J，他夫在大梁干11!月外部]粗木材之 1'13J，父来正在把月I~ 些木材搬 Jlo 二斗邑

特性! "父来 -J立鼓励， -i立)=I=JI亘!木失土l紅子，把央官:少年 )J1;1J1'1ワ木材搬汗。)

上述のJJJ)Jましに閲する発言自の目的・i土Jlラなども、び〉l
j
 

なj
 

1
1
1
J
 

l
ノ
ー
ト
ト
I
J

[ヵ:「がんばって~ J 

~\jゴ巳

たとえば、

などのような/ν{まりなさし¥J 

(原文) 黒 I:I~ (訳文)

i床である (:1)口

す“ (v

黒い I~~J

は広島の方

それに対 }，L:する III国誌の“堅持fi二! "は動詞“11E拍士"と結県術語のような役割を来

十)住"との組み合わせである。ただ、日本語の「しっかりしなさし勺に対応する Illml訟

の夫 JJ~ はよ乙付記 1'1旬以i Li:I'jペコ志 I床によって』込なる言いカーになる口

( 1 1 )大 ~U ';.tt版制I'J<J査!可我I'JfJ功関，))_索 i主我El句作 lijillo地対我的作!日，足、足卜分 i氏名，

鼓 J)~J 我:史多波多可。

( I， tuliさんは勉強のすすみぐあし 1を尋ね、夜、の作品を l読みたいといった c

ぱ必らすとほめてくれて、どんどん l涜んでどんどん書きなさいと j敗!励した。)

( JJ吉丈) 女の人について(訳文)

ゲ〕

び〉「しっかりしなさい」

:)と7二女人
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( 1 1 )における日本語の表現に注目してもらいたい口 「どんどん読んでどんどん書:きなさ

いと激励した」における I~ なさしリの刑法が使われている。この文脈 c丈)lJ~は抽象的な

ことばであるが ここではその励ましに関する語用論条件を指すつもりである)では、励

ましの発話としての形態的特{放となっている口 11] 誌の発話のほうは、いわゆる“安(十 v)" 

術文を使っている。

(12) 先週の金 11詰!ヨと土曜日に飲みに行った二人の友人(二人とも社長)も「絶対お

mi なら大丈夫だし、絶対に読めるな」と言う励ましを]頁きました口 その J二に二人

とも「俺で出来る事は手伝うから j とも言って]頁きました。 ありがたい事です口

(上周星期五平[J 星期六-起去 i喝 i図的丙位朋友(二位者I~是必経理)也鼓励我凶:“休

絶対没何題!千万別放奔!"!市且他 ii'J二人~都対我泌“有我能倣的一一定会 filj 忙"。

真是太雄得了。) (-~) 

( ] 2) では「諦めるな」の「目立j詞のる形十終助詞な」の動詞の禁止形が励ましのことばと

して使用されている。 1=1こi国語のばあいも、同じく“月IJへ"あるいは“不要~"のような禁

止構文を使い、励ましの表現となっている。lWJ詞そのものの意味(ここでは、たとえばこ

の (12) に使われた「あきらめる J以外に、 「逃げる J I負ける Jなどのようなマイナス

的意味の動詞はわりと典型性を持つ)や語用論的条件が整えれば、励ましの機能が発生す

るわけである。

3.2.3構文 i，..._，ましょうねj と励まし

動詞十「ましょうね」も励ましの形態特徴として一定の規律性があるので、取り上げて

考えてみる口

( 13) きょうよりもあす、あすよりもあさってと、子どもの生活に少しでも進歩があ

ったら、手を取って、目をみて、ほめて、いっしょに喜びます。失敗しでも、こ

の次にはうまくやりましょうねと励ましてやると、子どもは意欲的になります口

(明天要比今天倣得好， )言天要比 l珂夫倣得更好。対子核子生活上所取得的毎一微

小 j韮歩，者，~)主 i亥握{主他的手，看着他的眼11古，力1]以表拐，アヲ{也高うそ。日p使倣得不

対，只要能鼓)原J他下次(故好， J亥子是会戸生存!板性的。)

ひとりつ子の上手な育て方 (原文) 独生子女伏育法(訳文)

( 13) にある「この次にはうまくやりましょうねJは失敗した子供に向かつて使われた発

話である。 iV ょう Jの丁寧な形となっていて、確認の終助詞[ね」とともに使われ、 子

供の次回の行動が失敗しないように励ましている。

(14) “体述恨年程1l~1! "秦波又鼓励地 ~5~ :“町T~5Í祢述没有入党，是不是 11阿?要努力

争取 l麻，我的 j司志 11灼! " “我家庭出身不好。"r司j文熔老実地答道。

( iあなたはまだお若い!J秦波はなおも彼女を励ますかのように言った。「党

にはまだ入っていないようですわね。そうでしょう?努力しましょうね、|司

志!J i私、いい身分ではありま世んので一一J) 

人到中年 (原文) 北京の女医(訳文)

( 14) の日本語の表現にも「努力しましょうね」の í~ ましょうね J の構文が使われ、励

ましの発話として使われている。 Iヨ本語の í~ ましょうね J と違って、中国語の方はそれ

ほど文法化的励ましのマーカーがないので、動詞の意味や文Jl)~によって違う表現を使うケ
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ースパイケースの性質を持っている口

3.3.励ましの非規約的間接発話行為文

3.2 では、励ましの 1!I'j接的発話であるが、比較的によく使われていて、一部の規約 1'1サ励

まし刑法になっているいわゆる励ましの規約的111j依発話行為文について考察し、その発話

|下]形態特徴をまとめた。たとえば、 「がんばれJ Iがんばって J Iがんばりなさい J Iが

んばってくださしリ 「あきらめるな _I Iがんばりましょう(ね) Jなどのようなものであ

る。動計lの命令形や動詞のて形、 「動言語l十なさしリ 「間j剖+てくださいJ r ill)J詞十な J r-~ 

ましょうね j のような勤前の一定の活用形や構文的特徴を持っていて、動詞そのものの

i床、話用条件も揃えば、つまりある一定の文脈においては、励ましの機能をつねに発揮す

ることになるので、 I~励ます J I ~激励します J のような一一人称(複数)動作主体の遂

行;丈の|直接励ましの発話と違って、励ましの規約的間接発話行為文と認めることができる口

さらに用例を観察すると、励ましの遂行文でもなく、動詞の命令形 iーがんばれ」や動詞

て形「がんばって Jのような規律的明示的形態特徴はないが、日}Jましの作用をする発話も

ある。そのような発話は文脈依存性がさらに強く、詰葉特徴や文法特徴が促えられないた

め、 ~I三規約 I~I<J 間接発話行為文の励ましのカテゴリーに入ると思う。

次の(1 5) 例は話し手由身のこれカミらの行動について相手に告知することを通して、励

ましの発話行為を間接に実砲している口

( 1 5) その代わり、は信用を夫い、まして「これからも買ってやるよ j などという

JJJ)Jましは絶対にもらえなかったであろう口

(但是， )主杵-来商J苫使批友信用去失了，何況j唄客的i者如“以后JA到休jさ里

芙"IYJ一美鼓励更是絶対 l肝不到了 I1巴。〉

心の危機管理術 (原文) 順庄臼然的生存哲学(訳文)

この (15) の例文においては、日本語の授受表現 r~ てやる」構文が使われるため、 「買

う j の行為主体が話し手 I~ 身、その「買う J 行為を受ける(あるいはその行為の j恩恵を被

る)のは伺き手であることが分カュる。ここでは、お客さんと )~g の主人との会話なので、お

客さんよりの今後引き続き J古のものを買うことの告白白体は、府組1]にとって-稀の良き評

価でもあり、 )~15 の経営者にとっては励ましにもなるのである。

非規約'YJ間接発話行為文なので、中国語のこの類の励ましも日本語のこのような励まし

も形態特徴の規律はとくに見つからず、|唯一言えるのはともに将来のことに関する話し手

の意思を相手(励まされる側)に告知することのような内容であろう。

4.談話レベルの励まし

3.では主にy:.レベルの視点から }jJ)Jましの発話の特徴について、考察・分析したが、実際

の日常生活では、 JjJ}Jましは必ずしも、一つの文からなっているわけではない。ここでは、

談話レベルの立場均五ら励ましに関する考察を行ってみる口

( 1 6) I子どもの教育については、お前にまカ 1せた。おれは忙しくて、それどころで

はなし¥Jなどとお父さんがまったく教育に参加せずに、ほったらカュしの家庭と、

子どもがよい成績をとったり、少しでも進歩したりすると喜び、ちょっと停滞
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かいメッセージであり、同時に前にJlliむ勇気を与えてくれた大事な)}])Jましである。

注

( 1) HJ例番号は引用例のものではなく、本稿の説明便宜のため、全-xMe-の番号をつ

けることになっている。

(2) 太宰治の~れメロス』をすぐ思いつく方がし\るかもしれないが。

(3) この「しっヵ、りせしりについての用法を、 111!i司政紀先生にお11司いした後、次のようなコ

メントをいただいた。ドしっかりせえ j は「しっカミりしなさいJでI間違いない。広島だけ'

でなく i羽附から1:1J国間国まで広範囲で用いられている。自分も京都ではそう言っていた。

例えば、授業中に r静かにせえ」という。「前カーにしろ」とは京都では言ったことがなか

った。小学校のとき、ある登山会で富士山に行ったら宿泊先で東京の子どもが「静かにし

ろ」と言ったので、こんなテレビドラマのしゃべり方を本当にするやつがおるんやなと新

魚干にJ誌じた言己'憶がある。」

(4) この(1 2) の例文は下記の Yahooブログからの引用である。

http://blogs.yahoo.co.jp/ookamisyounen28gou/3 8 7 56859 .html 

ちなみにその中国語訳は筆者によるものである。
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